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演習
● 最尤系統樹中の系統仮説に非互換で、ブートストラップ解析で

の出現頻度が高い仮説を探す
● 系統仮説を満たす系統樹の中で尤度最大の系統樹を用意する

– 支持率が高い方の系統仮説を満たす系統樹の中で尤度最大のもの
を用意するために樹形制約付き最尤系統樹推定を行う
● 支持率が高い方の系統仮説を満たす系統樹の中で尤度最大な

のは最尤系統樹の場合，省略可 ( やってもいい )
– 支持率が低い方の系統仮説を満たす系統樹の中で尤度最大のもの

を用意するために樹形制約付き最尤系統樹推定を行う
● 各系統樹の各座位の尤度を計算
● CONSEL で KH/SH/AU 検定を実行



  

右クリック



  

クリック



  

全系統仮説の出現頻度を集計

pgsumtree \
 --mode=ALL \
 RAxML_bootstrap.  略 \
 RAxML_allhypotheses.nwk

… コマンド名
… 全系統仮説列挙モードで実行
… 入力ファイル名
… 出力ファイル名

下記のコマンドを入力して Enter

「 \ 」は「次の行に改行なしで続く」という意味であることに注意
ただしスペースは入れること



  

デスクトップの FigTree アイコンにドラッグ＆ドロップ



  

クリック



  

クリック



  

クリック



  

ドロップダウンメニューから「 label 」を選択



  

何回かクリック
して検証したい系統仮説を探す



  

ここではこれと非互換な仮説を探して
検定する



  

何番目の系統仮説かメモる



  

9番目の系統仮説を別ファイルに抽出

pgsplicetree \
 9 \
 RAxML_allhypotheses.nwk \
 RAxML_hypothesis9.nwk

… コマンド名
…9 番目を抽出
… 入力ファイル名
… 出力ファイル名

下記のコマンドを入力して Enter

「 \ 」は「次の行に改行なしで続く」という意味であることに注意
ただしスペースは入れること



  

デスクトップの FigTree のアイコンに
ドラッグ＆ドロップ



  

クリック



  

表示して内容を確認



  

先程の系統仮説と非互換の仮説の中で最頻出のものを探す

pgsumtree \
 --mode=MAJi \
 --treefile=RAxML_hypothesis9.nwk \
 RAxML_bootstrap.  略 \
 RAxML_MAJi_hypothesis9.nwk

… コマンド名
… 非互換最頻出仮説探索
… 対象系統樹ファイル指定
… 入力ファイル名
… 出力ファイル名

下記のコマンドを入力して Enter

「 \ 」は「次の行に改行なしで続く」という意味であることに注意
ただしスペースは入れること



  

デスクトップの FigTree のアイコンに
ドラッグ＆ドロップ



  

クリック



  

表示して内容を確認



  

表示して内容を確認

実はこれ，最尤系統樹に含まれていた仮説



  

系統仮説が 1 個か確認
( たまに複数ある )



  

デスクトップのサクラエディタのアイコンに
ドラッグ＆ドロップ



  

-n オプションに書き足すことで出力ファイル名を変更



  

-g オプション ( 樹形制約として課す系統
仮説の書かれている樹形ファイルを指定
する ) を書き足す



  

クリック



  

ファイル名を変更



  

クリック



  

クリック



  

ダブルクリック



  

実行時の設定内容と進捗状況
が表示される
計算が終わるとウィンドウは
自動的に閉じられる



  

デスクトップのサクラエディタのアイコンに
ドラッグ＆ドロップ



  

-n オプションに書き足すことで出力ファイル名を変更



  

-g オプション ( 樹形制約として課す系統
仮説の書かれている樹形ファイルを指定
する ) を書き足す



  

クリック



  

ファイル名を変更



  

クリック



  

クリック



  

ダブルクリック



  

実行時の設定内容と進捗状況
が表示される
計算が終わるとウィンドウは
自動的に閉じられる



  

制約の範囲内での最尤系統樹ファイル

制約の範囲内での最尤系統樹ファイル



  

2つの系統樹を 1つのファイルに

下記のコマンドを入力して Enter

「 \ 」は「次の行に改行なしで続く」という意味であることに注意
ただしスペースは入れること

pgjointree \
 RAxML_bestTree.whole_BIC4_ 略 _shotgunsearch_hypothesis9 \
 RAxML_bestTree.whole_BIC4_ 略 _shotgunsearch_MAJi_hypothesis9 \
 RAxML_forAUtest.nwk

… コマンド名
… 入力ファイル名 1
… 入力ファイル名 2
… 出力ファイル名

入力ファイル名にワイルドカードは使用可能だが， OSによって順序が異なることがあるので注意



  

デスクトップのサクラエディタのアイコンへ
ドラッグ＆ドロップ



  

-n オプションに書き足すことで出力ファイル名を変更



  

-f オプション ( 計算内容の指定 ) を
「 G 」に変更して座位ごとの尤度を計算
するモードにする



  

座位ごとの対数尤度を計算する
系統樹のファイルを指定



  

クリック



  

ファイル名を変更



  

クリック



  

クリック



  

ダブルクリック



  

実行時の設定内容と進捗状況
が表示される
計算が終わるとウィンドウは
自動的に閉じられる



  

座位ごとの対数尤度のファイル



  

選択して F2 キーを押す



  

拡張子「 .sitelh 」
を追加して Enter



  

クリック



  

makermt \
 --puzzle \
 RAxML_perSiteLLs. 略

… コマンド名
… 入力ファイル形式の指定
… 入力ファイル名 ( 拡張子抜き )

各座位の尤度のリサンプリング

下記のコマンドを入力して Enter

「 \ 」は「次の行に改行なしで続く」という意味であることに注意
ただしスペースは入れること



  

p値の計算

consel \
 RAxML_perSiteLLs. 略

… コマンド名
… 入力ファイル名 ( 拡張子抜き )

下記のコマンドを入力して Enter

「 \ 」は「次の行に改行なしで続く」という意味であることに注意
ただしスペースは入れること



  

p値の表示

catpv \
 RAxML_perSiteLLs. 略

… コマンド名
… 入力ファイル名 ( 拡張子抜き )

下記のコマンドを入力して Enter

「 \ 」は「次の行に改行なしで続く」という意味であることに注意
ただしスペースは入れること



  負けている方の p 値を確認
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